
金沢市内の丘陵地に建つ高等学校の改築計画である。
旧金沢第三中学校の歴史を継承するとともに新しい桜丘高校が築き上げた伝統「文武両道」
を司る施設として
「文」．．．図書メディアセンターを中心とした空間
「武」．．．トレーニング棟を中心として機能的な空間
上記を創出する計画とした。

　隣接する図書メディア棟と一体的な計画とし、1階に管理諸室、2～4階に普通教室を配置し
ている。

　当該敷地は小高い丘の上の緑に囲まれており、周囲の自然に強調する落ち着いた外観と
なるよう意匠計画を行った。
　内部は白を基調とした明るい空間と各エリアごとにイメージカラーをもたせ、それぞれの部
屋の特色を出す計画とした。

　地盤の特性より直接基礎、上部建物主体構造は鉄筋コンクリート造を採用。

金沢桜丘高等学校　校舎棟



各階普通教室
各階教室扉に、加賀五彩の色を
割り当て学年ごとのイメージカラー
を持たせている。

2階　3年教室エリア
藍色→空色（そらいろ）
無限に広がる青空に翔ばたく
イメージ

3階　2年教室エリア
古代紫色→藤色（ふじいろ）
知識を深く追い求める
イメージ

4階　1年教室エリア
草色→浅緑（あさみどり）
春に芽吹いた若葉が躍動
するイメージ

（1階　管理諸室）
黄土色→黄大津（きおおつ）

ＤＡＴＡ
③教育施設
金沢市大樋町地内

校舎棟その１
鉄筋コンクリート造：地上4Ｆ
延床面積２，８４１㎡

平成26年3月～平成27年3月



　

隣接する校舎棟その１と一体的な計画とし、1階に管理諸室、2～4階に普通教室、2,3階に
それぞれ職員室を配置している。

ＤＡＴＡ
③教育施設
金沢市大樋町地内

校舎棟その２（本体・仕上）
鉄筋コンクリート造：地上4Ｆ
延床面積４，３０５㎡
渡り廊下C棟
鉄骨造：地上3F
延床面積１０１㎡
渡り廊下D棟
鉄骨造：地上1F
延床面積２１０㎡

金沢桜丘高等学校　校舎棟その２

平成26年3月～平成27年4月

２階 職員室 １階 大会議室

各階普通教室



　

図書メディア棟と校舎棟その２、既存特別教室棟と校舎棟その１
それぞれをつなぐ渡り廊下を設置、建物全体の回遊性を高めている。

地盤の特性より直接基礎、上部建物主体構造は鉄骨造を採用。
大スパンを確保するためトラス構造形式を採用した。

ＤＡＴＡ
③教育施設
金沢市大樋町地内
平成27年3月～平成27年12月
校舎棟その３
渡り廊下Ａ棟
鉄骨造：地上2Ｆ
延床面積４４㎡
渡り廊下Ｄ棟
鉄骨造：地上3Ｆ
延床面積４６㎡

金沢桜丘高等学校　校舎棟その３

校舎の中央に位置する中庭 渡り廊下Ａ棟 外観

（左：図書メディア棟、右：校舎棟その２）

ガラスで覆われた空中渡り廊下



●（目的）

●（意匠）

ＤＡＴＡ
③教育施設
金沢市大樋町地内
平成27年3月～平成27年12月
鉄骨造：1Ｆ
延床面積３３５㎡

金沢桜丘高等学校　校舎棟その４

旧校舎の老朽に伴う桜丘高等学校の校舎棟の改築計画である。
校舎棟改築後の外構廻りの整備を主として行った。

当該敷地は小高い丘の上で周囲からは斜面の緑木により見えることはないが、周囲
の自然に協調する落ち着いた外観となるよう意匠計画を行った。本体建物との色調を
合わせた整備計画としている。一部庭園を設け、生徒達や来校者から見える位置に
記念碑を移設している。

渡り廊下Ｂ棟～トレーニング棟 連絡通路 駐輪場


